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園酉旭区m 連絡協髄舎では、鎗金時に、各大学の m 椿勘をポスターで提示し合い、
相互に評価し合う樽会金取り入れている.とれは、四ネットワークを利用した各大学の
四評価の試みと位置づけられる.まだ1聞の試行であり、四に闘するとのような相互評
価の槍会が、今後rのようなインパクトをもたらすかは朱知設であるが、ーつの工夫とし
て回数を積み重ねてい〈ことで F刀ネットワータのなかに何かが起こってい〈ようなこと
があれば 関宵旭区m連絡..会kいう一つのローカFテイのなかでの実験的試みが
ネットワークを組えて広がる可惟牲もあるであろう.逆に何の変化も生み出さないよう
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であれば それは淘汰されてい〈というとkにもなるだろう.いTれにしても.そういっ
た具体的な FD評価に関わるチャレンジの動向を共有してい〈ことは FDネットワータの
ネットワークのーつの役割，して位置づけられてい〈であろう.
逆に、回ネットヲータのネタトヲータとして、唯 の惇価方訟を確立することを最初
の閏穏に掲げることは、四評価自体に多様な相が含まれている以上、それが有効である
かrろか疑問をaじる郁分も少な〈ない.特に、四ネットヲークの評価といラ点で位、
それ以下のνペルでの 'D評価とはまた違った側面が棒ょするとkにもなり、殖しさも大
きくなると恩われる そこでまずは、多様な FDネットヲータがあるなかで、それぞれの
ローカPティに則した評価のあり方を模索していき、そのさまざまなチャレ〆ジのなかか
ら、ある状況の下での有効な界価のあり方を共有してい〈ことから始めていかざるを得な
いのではないかと恩われる.そのなかに、社会に対してアピールできる情報提供のあり方
が梓き彫りにされれば、上司巳の体制作りの 動にもなってい〈こkもあるであろう.
ただ、大学評価の文脈などでは、最近、教育の効果を評価するということが、比般的種々
に要摘されているが、しかし効果の測定Jというのは そう簡単なことではな〈、いたず
らに複箪的な効果測定の方訟を開発するkいった動きにならないように留意してい〈必要
があるだろう.たとえ、そういった方法が開夢着されたとしても、次の瞬間"は、その掴定
値のための四や回ネッドヲータになってしまう可飽性も少な〈な仁本末転倒に陥っ
てしまうというこkがあるからである.そうなってしまえば、その劃定方法によって測ら
れるものは、すでに、 F刀椿動や'"ネットワーク忙闘わる特佳からずれてしまって、妥当
性が下がってしまうというととにもなる.FD評価で目指すペきは その意味で、ある種
のオ}センティシティであって、 m 活動の文脈に極め込まれた評価金目指すこkを基本
としてい〈べきであろうと恩われる.その辺も含めて、 m 評価のテーマは、今後の重要
な傑庫になるととは間違いな〈、指察事項kして意に留めておきたい.
5 四百Nの今後に向けて
今回の JFI加の‘諭のなかで
は、上記の愉点な"'も関係し
て、ll'DNそのもののあり方に
ついても問題提起がなされた.
第 1国のJFDN会舎の時から、
佐際楕寧先生{愛媛大学}から
問題提起されてきているとkで
あるが、 「回ネットヲータ代
表者会値Jとその英首降名"回N
O曙胆F脇向_.胆副
N凶~，主) Jとの木聾舎の閃掴に
ついては今iとして考えてみる
と、ある部分、意圃的に不整舎を作り出していた鶴分もあったかと思われる.基本的には、
『回ネットヲータ代表者会種J"、う名称に忠実に、回に関わるネットヲータの中心的
な方々iこ集まっていただき、情報交換をする場を霞定するという趣旨で構想されたわけで
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あるが、しかし、首わば、 F刀ネッドヲータのネッドヲータというととで何がやれるのか
rぅ"民していけるのかという点に闘して 私rもで具体的なイメージが作れていたわけ
ではない.単なる FDネットワークの情報交換だけでいつまでもやっていける左いうこ，
もないだろうし、 方で、うま〈建慶していけば、回に関わる中心的なネットヲータに
育っていく可飽性もあるだろうという希望的観樹もあって、英暢名は rJFDNJ1::いうより
広範な意味をもたせた霊祢にしてはということもあったとように記憧している.もちろん、
『ジャフドン』という音が、最初に言い合ったときは思わず笑い合。'"らいの奇紗さも
持ちながら それを呼ぴ合っているうちに何kな〈親しみの持てる・きもあって、その量
弥を採用したのはそんな副次的な理歯のほうがむしろ大きかったように厄ラ.ただ そう
いう暖味な我々自身の見遣しが、混乱を招〈部分も確かにあ。たのだと恩う.
しかし、副闘から駒，.、うか、四ネタドヲータの情報交換の楊としての年に 度の会
踊において、その不整舎を問題にする髄輸が生哀れて〈れたkいうのは、そんないい加減
さを持って JFDNを始めた私どもにとっては、とてもありが企いことであ。'"思う.そ
ういう議前が起こることで 淡々と情報突豊島で終始しがちな会・も活性化したし、ルーチ
ン的に毎年会・だけをこなしていればいいkいうこkになりがちな主催者側に対しても十
分な車"'肢があった.
今回の‘輸のなかで、四ネクトヲータのネットヲータの存在意積として、様箪化でき
る鶴分は標箪化を困る場kして機値するこkが 方で提起され、他方、四ネタトワーク
は倉l菊型でい〈ペきであり、個々のローカリティを掌重して、それぞれの現状を交換する
なかで何か新たなものが生み出
されればよしkいう意見(小困
隆割合先生 山形大学}も寄せら
れ、 JFDNの今後の在り方もま
だ混掩，している状視である.
しかし、まさに、このさまざま
な立場の擾棒状盤のなかから
何らかの新たなものが生まれて
〈る可飽性を感じさせる郁分も
あり、それこそまさに『創建』
であって、当面はその『創費』
が期待できるような動きを、
毛主々は大事にしてい〈ということは捨てるととはできないrろうと思われた.もちろん、
その何か生まれ来るものが ある種の「様箪化」というカテゴUー に含まれるものである
かもしれないし、あるい陪 まった〈今予測できない何かかもしれないが少な〈左も
JFDNの主俸の個からすれば、今の時点で、こういう方向性で突っ走ればよいという明樟
なグィ内ンが見えていないとも、うとともあり，JF聞のあり方そのものの租閣も含めて、
辛抱強， r創発Jを期して、お互いの相互作用を活性化する 3回Nにチャレンジしてい〈
ことができればと思う.
今年も職暑の覆る，月上旬の， "閣の長丁揚の会合にど移細いただいた各 FDネッド
ワークの代表者の方々に ここに配して心よPの届粛のまを表しておきたい.縛畿は持続
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なりで、何か工夫を講じつつ、次年度も JFDNを企画・実施していく所存であり、なかな
かみなさんの意に添う形での会合にしていくことは難しいかもしれないが、是非、引き続
き、ご協力いただければ幸甚至極である。
最後に、裏方として JFDNの会合の運営を献身的に支えてくれた、京都大学高等教育研
究開発推進センターの若手スタッフ、及び、補佐員の方々に、記して感謝の意を表してお
きたい。
(大塚雄作)
